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[ 横浜市民ギャラリーあざみ野 ] 

平成２３年度業務報告及び収支決算 
[ 公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業。○：共催事業 

を示します。 

※ 文中の達成指標、達成状況欄において、 

□：定量的指標。■：定性的指標 

を示します。 

 

 

 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市民ギャラリーあざみ野 

所 在 地 青葉区あざみ野南一丁目１７番地３ 

構造・規模 鉄筋鉄骨コンクリート造地上 3階・地下 1階 

敷地・延床面積 敷地面積 4,283 ㎡  延床面積 7,899 ㎡／専有面積 1,975 ㎡ 

開 館 日 平成 17 年 10 月 29 日 

 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 

所 在 地 横浜市中区北仲通四丁目 40 番地 

代 表 者 理事長 澄川 喜一 

代表者設立年月日 平成 3年 7月 10 日 

指 定 期 間 平成 22 年 4 月 1日から平成 27 年 3月 31 日まで 

 

 

３ 指定管理に係る業務総括 

(1) 基本的な方針の総括 

指定管理第 2 期のテーマ「アートで元気になろう」の事業展開を継続しました。 

アートを積極的に生活に取り入れこころ豊かに暮らす市民といっしょに地域に働き

かけ、横浜を元気にすることを目指し、創造性のある活動を多く行いました。いろい

ろな活動をしている人たちが知り合い、協力しあい、新しい活動が生まれる体制づく

りに努め、すべての人に開かれた運営に男女共同参画センター横浜北（以下「センタ

ー横浜北」とする）とともに取り組むことで、横浜市の地域文化振興に貢献しました。 

 

(2)  ２３年度の業務の方針及び達成目標の総括 
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① 事業の総括 

 企画展、通年で行っているアトリエ講座等の内容を充実させ、市民が美術に触れる機会（鑑賞・参

加）を数多く提供しました。センター横浜北との連携により、複合施設の特性を生かしたプログラムを

実施しました。アートサポーターをはじめとする市民協働や参加型事業の展開を通して、市民がアー

トと出会う機会を増やしました。また、横浜トリエンナーレ 2011 連携事業を実施し、市北部における同

展の広報や集客のサポートにつなげ、相乗効果を高めました。 

② 運営の総括 

 貸館利用者のサービス向上、バリアフリーの推進等、センター横浜北と共同で利用者の居心地

のよい施設運営に努めました。利用者の目線に立って希望を受け止め、芸術文化活動の成果が最大

限発揮できるよう、専門的なサポートを行いました。また、横浜市所蔵カメラ・写真コレクション

の整理・保存・活用を推進しました。 

③ 管理の総括 

設備業者とともに、設備や備品の適切な保守管理を行いました。アートフォーラムあざみ野全体

で環境に配慮するとともに、安心で明るく使いやすい施設管理に取り組みました。 

④ その他の総括 

収蔵庫の耐震補強工事を実施したほか、ホームページに施設や付帯設備の画像を多く載せ、利

用者の利便性を向上させました。常に来館者の視点に立ち、センター横浜北との連携を図りなが

ら、施設運営・事業展開の両面において成果を上げました。 

 

 

４ 業務の達成状況 

(1) 事業について 

ア 文化芸術に直接出会える場について 

[取組内容] 

●展覧会事業 

文化芸術に直接出会える

場として、横浜にある芸術

文化資源を生かした企画

（「横浜wo発掘suru展」）、

子どもから大人まで楽し

める参加型の企画（「あざ

み野こどもぎゃらりぃ」）、

カメラ・写真の企画（「横

浜市所蔵カメラ・写真コレ

クション＋写真展」）、コン

テンポラリーの企画（「あ

ざみ野コンテンポラリ

ー」）など、多彩な展覧会

を実施します。 

[達成指標] 

□４回の展覧会で、関連事業

を含め入場者数 12,000 人以

上。 

■アンケートを実施し、企画

展４回の平均満足度 4.5 以

上。 

 

[実施内容] 

・展覧会4回を計画通り実

施しました。 

「横浜wo発掘suru  vol.2 

あざみ野ワークショップウィ

ーク」はヨコハマトリエンナ

ーレの連携事業として、ワ

ークショップを中心とした

展示。（入場者：1,710

人）。「あざみ野こどもぎゃ

らりぃ」では参加型のワー

クショップで制作した日光

写真作品を会期中に展示

（入場者：3,031人）。「ブム

ン展 ＋横浜市所蔵カメ

ラ・写真コレクション展」で

は、国際的に活躍するクォ

[達成状況] 

□企画展4回の入場者数は

合計13,392人でした（それ

ぞれ関連事業を含む）。そ

れぞれ展示内容、関連事業

ともに好評をいただき、高い

評価を得ました。 

■展覧会の内容に関する顧

客満足度調査では、満足度

は平均4.7（5点満点）でし

た。 
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ン・ブムン氏（韓国）の日本

初の個展として、雪山を撮

影した作品の展示と、“ＩＤ

-うつされた私”をテーマに

コレクションを公開（入場

者：3,599人）。「あざみ野

コンテンポラリーvol.2 

Viewpoints いま描くという

こと」では「描く」ことをテー

マに、新進気鋭の若手ア

ーティスト4名が新作を発

表。（入場者：5,052人）。 

 

イ 市民やアーティストの創造活動の支援の場について 

[取組内容] 

●市民のためのワークシ

ョップ 

美術創作の基礎基本の習

得を目的とした講座や、ア

ーティストが行うレクチ

ャーを中心とした講座等

を行います。 

●創造活動支援 

ホワイエに設置した展示

ケースで、アーティストの

小品展「ショーケースギャ

ラリー」を行います。 

●市民協働企画 

・アートの領域を広げ、生

活の中にあるさまざまな

ことを学ぶ場・「あざみ野

カレッジ」を実施します。

・コンテンポラリーの企画

展等においてサポーター

に運営に関わっていただ

き、新進アーティストを紹

介します。 

[達成指標] 

■市民のための講座・ワーク

ショップを年間８講座以上

実施。 

■講座・ワークショップ参加

者延べ 800 人以上。 

■ショーケースギャラリー

で、新進アーティストによる

展示を３回実施。その他様々

な側面からサポートします。

■あざみ野カレッジは、5年

間で学生数 1,000 名を目指

します。 

 

[実施内容] 

・事業を計画通り実施し

ました。市民のためのワ

ークショップは、「日本

画」「陶芸」「ヌードクロ

ッキー」「写真制作ワー

クショップ」など、毎回

充実した内容で参加者

の好評を得ました。 

・あざみ野カレッジは、

多彩なテーマでほぼ毎

月実施しました。 

 

 

[達成状況] 

■市民のための講座等

は、年間 10 講座実施、参

加者延べ 807 人。全ての

講座に定員を上回る応募

がありました。リピータ

ーを増やすとともに、初

心者にも専門性の高い講

座を希望する方々にも応

える、多彩なプログラム

を提供しました。 

■ショーケースギャラリ

ーは 3 回実施(「田添かお

り展」、「伊東純子展」、「竹

本真紀展」)。それぞれの

作家の制作過程をサポー

トし、伊東純子、竹本真紀

は会期中にアートワゴン

（市民協働事業）を出店し

ました。 

■あざみ野カレッジは 11

回実施、参加者延べ約 330

人。（平成 22 年度から 2年

間で 390 人）。 

 

ウ 次代を担う子どもの創造性教育の場について 

[取組内容] 

●子どものためのプログ

ラム 

創造活動の場として、幼

児・児童・個別支援学級や

特別支援学校に通う親子

[達成指標] 

■子どものためのワークシ

ョップを年間 10 講座以上実

施。 

□親子のフリーゾーンを含

[実施内容] 

・多彩なワークショップや

事業を計画通り実施しまし

た。 

・子どものためのプログ

[達成状況] 

■子ども向け講座を19講

座実施。 

□子供のためのプログラ

ムの参加者延べ約8,040
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を対象にしたワークショ

ップや、親子が粘土、紙、

えのぐで遊べる造形ひろ

ばを開催します。また、音

楽に親しむ事業として「ジ

ュニアコーラス」を行いま

す。 

●学校教育との連携 

鑑賞事業として展覧会を

活用してもらうための連

携事業を開催するほか、教

師を対象に鑑賞・実技のワ

ークショップを開催しま

す。また、中学や高校美術

の先生とのプロジェクト

をつくり、事業への参加を

促します（ティーチャーズ

あざみ野プロジェクト）。

●アウトリーチ 

「横浜市芸術文化教育プ

ログラム」に協力し、コン

テンポラリーアートに親

しむプログラムを実施し

ます。 

め、子どものためのプログラ

ムへの参加者延べ 8,000 人

以上。 

■学校教育との連携を推進

し、アウトリーチ事業を 5

回以上実施します。また、展

示鑑賞や創作の場を提供し

ます。 

 

 

ラム、フリーゾーンとも

に順調にリピーターが

増えています。 

・アウトリーチ事業や教

師のためのワークショ

ップを通じて学校との

連携を推進しました。 

・今後も当財団の中期経

営計画(2011-2013)の基

本施策として位置づけ、

ネットワーク構築を推

進します。 

人。 

■青葉区図工研究会で教

師のためのワークショッ

プを実施しました。また、

アウトリーチはアーティ

ストと共に学校等で８回

実施し、学校の授業とは違

ったアートの体験を子ど

もたちに提供しました。 

 

エ 創造活動と社会、市民活動を結びつける場について 

[取組内容] 

サポートコーディネイト

をします。 

○北部 4区美術公募展 

実行委員会と共催し、市民

の創作活動の発表の場を

提供します。 

○青葉区民芸術祭 

絵画・書道・写真・茶道・

文芸など、施設全体を総合

的な芸術活動による市民

交流の場とします。 

●街なかアートプロジェ

クト 

アート・ルート・あざみ野

プロジェクトを発展させ、

地域のさまざまな市民活

動と結びつき、出張事業を

行います。 

[達成指標] 

□北部公募展の拡がりと定

着を反映し、展示室全面を利

用して展覧会を開催します。

応募総数 250 点以上。 

□青葉区民芸術祭は前・後期

で入場者数 5,000 人以上。 

□アート屋台などを活用し、

街なかアートプロジェクト

を 5年間で 15 事業実施。（23

年度は 3事業） 

 

 

[実施内容] 

・北部公募展、青葉区民

芸術祭ともに青葉区を中

心とする実行委員会との

協力を強め、充実した内

容の展示となりました。 

・公募展は周知が進み、

応募総数・来場者数ともに

伸びました。 

・街なかアートプロジェクト

は、AOBA+ART の活動の

場やトリエンナーレ会場

で、“アート屋台”『アート・

ハット―アートな帽子をつ

くりませんか？ 』『くっつけ

アート』という出張ワークシ

ョップを実施しました。子ど

も た ち を 中 心 に 地 域 の

方々の注目を集め、参加

者に喜ばれました。 

[達成状況] 

□北部公募展の応募総数

は 309 点でした。 

□青葉区民芸術祭は、前

後期あわせて 5,570 人の入

場者がありました。お茶席

など、来館者との交流が活

発に行われました。 

□街なかアートプロジェクト

は、ヨコハマトリエンナーレ

連携プログラムほか 4 事業

を実施し、賑やかなアート

体験の場を出現させまし

た。 
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オ 創造活動を介した人々の関わり合いの場について 

[取組内容] 

●フェローアートギャラ

リー 

障がいのあるなしにかか

わらず認め合える豊かな

関係を築くことを目指し、

作品展示を通して特別支

援学校や作業所での創造

活動を支援します。 

●アーティストと市民の

交流 

市民協働で運営するアー

トカフェ、アートガーデ

ン、アートワゴンを通じ、

市民とアーティストが知

り合う場、アーティストや

障がいのある人たちのア

ート作品を発表・販売する

場を創出します。 

●あざみ野ナイト 

建物の壁面や窓ガラスを

使って映像作品を映し出

すイベントを行い、アート

を生かした親しみやすく

賑わいのある場をつくり

ます。 

[達成指標] 

□フェローアートギャラリ

ーにおいて２組以上の展示

発表を実施。 

□アートカフェ・アートワゴ

ン・あざみ野ナイトを同時開

催含め５回以上実施し、相乗

効果で来館者を増やし来館

者の芸術文化体験を充実さ

せます。 

□あざみ野ナイト開催日の

来館者数 2,000 人以上。 

 

[実施内容] 

・事業を計画通り実施しま

した。フェローアートギャラ

リーでは、独特の感性で

個性豊かな表現活動を展

開している、障がいのある

アーティストたちの作品を

展示しました。作品を紹介

することによって、障がい

のあるなしで区別されるの

ではなく、同じ地平で認め

合える豊かな関係性が築

かれることが期待されま

す。 

・アートワゴンでは、アーテ

ィストや障がいのある人と

市民との交流の場が生ま

れました。 

・あざみ野ナイトは、企画

展「こどもぎゃらりぃ」参加

アーティストの木村崇人さ

んの作品によってアートフ

ォーラムあざみ野が星降る

空間に生まれ変わりまし

た。映像作品の上映を見

る親子連れなど多くの来

場者で賑わいました。 

 

[達成状況] 

□フェローアートギャラ

リーにおいて4回の展示を

実施（「川戸由紀展」、「佐々

木卓也展」、「北野里佳展」、

「西澤彰展」）。障がいのあ

るアーティストの新鮮な

表現活動を紹介しました。

□アートカフェを 3回、ア

ートワゴン（“マルシェ”

を含む）を 9 回実施し、ア

ーティストや市民間の交

流を推進しました。あざみ

野ナイト 1 回実施。（年度

内合計 13 回実施） 

□あざみ野ナイト開催日

（8/27）の来館者は2,327

人でした。 

 

 

(2) 運営について 

ア 市民の利用を促進することについて 

[取組内容] 

・ 引き続きアトリエの

平日夜間料金を半額

とし、新規利用者開拓

と利用促進を図りま

す。 

・ Ｈ22 年度からほぼ

100％利用となった展

示室については、遺漏

のない貸し出し業務

に努めます。 

[達成指標] 

□アトリエの目標利用率：5

年間で70％（23年度は63％）

□アトリエの夜間の 23 年度

目標利用率：25％（22 年度

は 22％） 

■アンケートの集計による

利用者の満足度 4.5 以上を

目指します。 

[実施内容] 

・アトリエの定期利用者

が増え、あざみ野カレッ

ジなどの市民協働事業で

もアトリエを有効利用し

ていることから、日にち

単位では 90％を超える

利用がありました。平日

夜間料金の半額適用は引

き続き実施し、利用促進を

図ります。 

[達成状況] 

□アトリエの利用率 64％

（コマ単位、日にち単位で

は 93％） 

□アトリエの夜間利用率

は 36％。 

■アンケートによる利用

者満足度は 4.83。 
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・ 利用団体の展覧会情

報をＨＰで紹介し、広

報協力をします。 

・ 利用者の意図が最大

限発揮できるよう具

体的なアドバイスや

お手伝いをします。 

・ＨＰで貸出備品を画像

で紹介し、展示方法につ

いても適宜アドバイスし

ました。利用者の満足度

は高く、98％の方が「ま

た利用したい」と回答し

ています。 

 

イ 施設運営における市民参画を促進することについて 

[取組内容] 

「あざみ野アートサポー

ター」との協働を推進

し、展覧会、ワークショ

ップおよび広報事業に

ご協力いただきます。 

[達成指標] 

□アートサポーターは 5 年

間で 150 名登録を目指しま

す。（23 年度は 60 名） 

■アートサポーターに企画

展や広報事業で活動してい

ただきます。 

[実施内容] 

アートサポーターに企

画展の運営に主体的に参

加していただき、事前広報

や事業報告（レポート）な

ど、多方面で活躍してい

ただきました。 

[達成状況] 

□アートサポーター登録

者数 143 名。 

■企画展や関連イベント

のリポートを「アートあざ

み野」やブログで執筆して

いただきました。アートサ

ポーターの有志団体がワ

ークショップの講師を務

めるなど、成果が出ていま

す。 

 

ウ 積極的な広報を展開するについて 

[取組内容] 

・ 情報誌「アートあざみ

野」で、貸館利用者の

情報のほか、当館の事

業活動のPRをします。

・ メ ル マ ガ の 登 録 者

（「あざみ野メンバー

ズ」）を増やすととも

に、ボランティア活動

等の連絡体制をつく

ります。 

・ 「あざみ野アートネ

ットワーク」として、

ホームページを活用

し、横浜のアート情報

にアプローチしやす

くするとともにネッ

ト広報事業を推進し

ます。 

・施設の活動が的確に多く

の市民に伝わるよう、

様々な媒体を通じて広

報を行い、来館者増につ

なげます。 

[達成指標] 

□ホームページアクセス件

数が年間 10 万件以上を目指

します。 

□あざみ野メンバーズ、目標

登録者数 5 年間で 10,000 名

とします。 

■メールマガジンやホーム

ページでのアート情報発信

を推進します。 

■広報する内容によって有

効な媒体を選択し、コストパ

フォーマンスを高めます。 

[実施内容] 

・アクセス数が50万件を超

え、飛躍的に増えました。

効果的な広報・情報提供

が進んでいます。 

・メルマガを毎月発信し、

展覧会や各講座の有効な

告 知 手 段 に な っ て い ま

す。今後も内容の充実を

図り、あざみ野メンバーズ

増に努めます。 

 

[達成状況] 

□ホームページアクセス数：

522,160 件（月平均 43,513

件）。 

□あざみ野メンバーズ登録

者：約 920 名（平成 24 年 3

月末日現在）。 

■特に企画展において、ウ

ェブ広告やツイッターでの

情報提供により、来場者誘

致が進みました。 



 

 - 7 - 

 

エ 市民ニーズ、市民満足度等の把握と対応について 

[取組内容] 

顧客満足度調査（アンケー

ト）を実施し、分析結果を

管理運営に反映していき

ます。 

[達成指標] 

□利用者サービスの向上を

図るため、クレームや意見に

ついて職員の情報共有と検

討を行い、迅速な運営改善に

つなげます。 

[実施内容] 

アンケートや窓口でのご

意見には迅速な対応をし

ました。ホームページに、

展示室内や貸出備品の画

像を多数のせ、利用者に

わかりやすく紹介しまし

た。 

[達成状況] 

■常に職員間の情報共有と

利用者サービス向上につな

がる業務改善に努めた結

果、展示室の顧客満足度は

高く、クレームはほとんどあり

ませんでした。 

 

オ カメラ・写真コレクションの適切な収蔵、保管、調査、研究、発表、活用、展示について 

[取組内容] 

収蔵庫管理 

・ 適切な収蔵庫管理を

行います。 

管理・保存 

・ 資料の映像記録やデ

ータベースを整備し

ます。 

・ 日常的に状態を確認

し、必要な修復等を行

い、適切な保存に努め

ます。 

調査・研究・発表 

・ 主要な機関と連携し

て調査研究を進めま

す。 

・ 市民のためのワーク

ショップにおいて、資

料を活用します。 

・ ショーケースギャラ

リーにおいて小展示

を行います。 

活用 

・ 貸出、熟覧に柔軟に対

応します。 

・ 横浜市の写真関連事

業への協力を行いま

す。 

[達成指標] 

□年間を通じて温度は 20℃

±2℃、湿度 50％±2％とし

ます。24 時間温湿度・空気

集中システムと、3基の自記

式温湿度記録計にて常時監

視し、管理は電気式パッケー

ジエアコンで行います。 

■pH 値を定期的に測定し、

測定結果に応じたケミカル

フィルターを設置します。 

■定期的に文化財喰害虫生

息調査を実施し、結果をもと

に適正管理を行います。 

■管理・保存、調査・研究に

ついては東京都写真美術館、

日本カメラ博物館、横浜美術

館などの専門機関の協力を

あおぎながら進めます。 

■講座実施や資料活用につ

いては、内部の専門職を中心

に、外部の専門家を講師とし

て招いて行います。 

□ショーケースギャラリー

では資料を有効に活用しな

がら、様々な切り口で企画展

示を年２回以上行います。 

 

[実施内容] 

・設備業者と月１回の収

蔵庫点検を実施し、良好

な環境を保ちました。 

・担当職員が他機関や専

門家との交流を通して専

門知識を高め、資料管理

や調査研究に役立てまし

た。 

 

[達成状況] 

□常に点検業者・設備業者

との連絡をとり、収蔵庫内

の環境を良好に保ちまし

た。 

■pH 値を定期的に測定し、

測定結果に応じたケミカ

ルフィルターを設置しま

した。 

■年8回の文化財喰害虫生

息調査を実施し、結果をも

とに適正管理を行いまし

た。 

■専門家に依頼し必要な

作品修繕を実施しました。

また、収蔵庫に耐震補強工

事を行いました。 

■あざみ野カレッジ「現代

写真を見てみよう」では写

真コレクションの一部を

参考資料として活用しま

した。 

□ショーケースギャラリ

ーで、コレクションを 2回

公開しました（「カラーフ

ィルムの開発と音楽家－

レオポルド・マンネスとレ

オポルド・ゴドウスキー

Jr.展－」、「絵画と映像装

置展」）。 
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利用状況等について 

施設名 
２３年度 

稼働率 利用者人数 

展示室１・２ 99％（99％） 72,514 人

アトリエ 93％（64％） 16,135 人

その他   

合計  88,649 人

 ※稼働率：日にち単位（時間帯単位） 

 

 

(3) 管理について 

ア 市民ギャラリーあざみ野占有部分における建物・設備・備品の適切な保守管理及び予防保全につ

いて 

[取組内容] 

・設備業者とともに建物・

設備の保守管理を確実に

行います。展示室の壁面の

補修や備品のメンテナン

スなど、良好な状態を保ち

ます。 

・法定点検を遺漏なく実施

します。 

・展示室やアトリエの空調

や清掃を適切に行い、快

適な環境維持に努めま

す。 

[達成指標] 

■年間無事故を目指します。

■修繕必要箇所に迅速に対

応します。 

■展示室壁面を年１回メン

テナンス(塗り直し)します。

■クレームの無い、快適な環

境維持を目指します。 

 

[実施内容] 

施設の定期点検において

不具合箇所の早期発見に

努め、迅速に対応しまし

た。また建物の長寿命化

のため、委託会社との情

報共有や適切な保守業務

を行いました。 

 

[達成状況] 

■年間無事故でした。 

■設備会社と協力し、年間

計画どおりの点検・メンテ

ナンス業務を実施し、環境

維持管理を適切に行いま

した。 

■男女共同参画センター

横浜北と協力して共有部

分の経年劣化による修繕

を実施しました。（空調自

動制御装置部品交換・発電

設備電池交換・自然換気窓

の修繕・屋上非常用スピー

カー交換） 

■展示室壁面塗り直しを

予定通り実施し、展示室環

境を良好にしました。 

■快適な環境維持を実現

し、年間を通してクレーム

はほとんどありませんで

した。 

 



 

 - 9 - 

 

 

イ 環境問題への配慮について 

[取組内容] 

・ 職員や利用者の廃棄

物については、適切な

管理、搬出を行いま

す。 

・光熱水費の削減に努めま

す。 

[達成指標] 

■常にゴミの分別、削減に努

めます。 

■利用者にはゴミの持ち帰

りの原則を徹底し、必要な場

合はゴミ袋を有料で販売し

ます。 

■電気や空調を無駄に使用

しないよう心がけます。 

[実施内容] 

ゴミの削減のため、ペー

パーレスや再利用に努め

ました。 

節電プロジェクトチー

ムを作り、利用者に不便

をかけない範囲におい

て、こまめな消灯や電源

オフを実施しました。 

[達成状況] 

■設備会社と協力し、ゴミ

の分別は適切に行いまし

た。利用者の理解も進み、

ゴミの持ち帰りが徹底さ

れています。 

■節電への取り組みが進

み、電気使用量は前年度比

△19.2％（7～9 月の夏期は

△28.8％）、光熱水費は同

△3.5％でした。 

 

 

 (4) その他について 

ア 危機管理対策の充実について 

[取組内容] 

・危機の未然防止に努める

とともに緊急対応体制

を整備し、事故発生時に

は市へ迅速に報告しま

す。 

[達成指標] 

■緊急対応体制、危機管理マ

ニュアルを明確化し、危機の

際には全員が一致して取り

組みます。 

□合同防災訓練を年間 2 回

実施します。 

[実施内容] 

合同防災訓練は、1 回目

は AED 操作を、2 回目は

地震とそれにともなう火事

を想定した避難訓練を実

施。訓練等を通して日常

的な危機管理意識向上に

努め、危機管理マニュア

ルの充実を図りました。 

[達成状況] 

■常に設備会社とともに施

設の点検と修繕を怠らず、

大きな事故なく施設運営を

行いました。 

■避難訓練では、立会いの

青葉消防署江田出張所長

から高評価をいただきまし

た。 

 

イ 保険及び損害賠償の適切な取り扱い、個人情報の保護への適切な措置、情報公開への積極的取組

みについて 

[取組内容] 

・ 保険及び損害賠償に

ついて適切に取り扱

います。 

・ 個人情報保護、情報公

開に適正に対応しま

す。 

・ ホームページを活用

し、必要な情報を開示

します。 

[達成指標] 

■賠償責任保険、レジャーサ

ービス保険、動産保険に加入

し、事故の発生に備えます。

■常に個人情報保護意識を

持ち、集めた個人情報は規程

に基づき適切に取り扱いま

す。 

■施設利用者向けの必要な

情報は、施設ホームページに

[実施内容] 

企画展、アートサポーター

やワークショップ参加者の

館外での活動で適切に保

険加入しました。 

常に個人情報の取扱いに

は注意して業務にあたりま

した。 

ホームページでは最新の

情報を常に発信しました。

[達成状況] 

■必要な保険に加入しまし

た。 

■随時個人情報管理研修

を実施しました。 

■節電対応状況など、ホー

ムページでの情報提供をき

め細かく更新し、寄せられる

ご意見には迅速な対応をし

ました。 
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 おいて速やかに公開します。  

 

ウ 男女共同参画センター横浜北との連携について 

[取組内容] 

事業面での協働 

・ 企画段階から共同し、

複合施設の相乗効果

を高めるとともに、双

方の特色を活かした

事業を行います。 

運営面での協働 

・ 日常業務や定例の打

ち合わせにおいて情

報や意見の交換をし、

「アートフォーラム

あざみ野」の施設職員

としての意識を高め、

効果的な運営に取り

組みます。 

・ アートフォーラムあ

ざみ野全体としての

広報、施設の環境整備

に対して引き続き協

力して取り組みます。

維持管理面での協働 

・ 委託会社を交えた定

例の打ち合わせを確

実に実施し、施設全体

の適正な維持管理に

共同で取り組みます。

・ 委託会社にもそれぞ

れの財団のミッショ

ンや役割、事業内容、

利用者の特性などに

ついて伝え、有効な環

境整備を推進します。

[達成指標] 

□ロビーコンサートを月２

回程度、通年で実施。 

□アートフォーラムフェス

ティバルを年１回実施。 

■女性と芸術文化をテーマ

にした「あざみ野サロン」と

ワークショップを共同の企

画で実施。 

□週１回の管理合同ミーテ

ィングを実施（ギャラリー、

センター、委託会社）。 

□月１回の職員合同ミーテ

ィングを実施。 

 

[実施内容] 

・ロビーコンサートは多様

な音楽ジャンルのプログラ

ムで実施しました。 

・アートフォーラムフェステ

ィバルは全館で多彩なイ

ベントを実施しました。 

・事業面、運営面、維持管

理面のいずれも、情報交

換と協働を図り、効果的な

事業活動と管理運営を行

いました。 

[達成状況] 

□ロビーコンサートを 24 回

実施。クラシックだけでなく、

邦楽や合唱などを気軽にお

聴きいただきました。 

□「アートフォーラムフェステ

ィバル」では、協働でイベン

トを企画し、広報や当日の

運営においても協力するこ

とで、様々な年齢層の来場

者を迎えることができまし

た。昨年を上回る2,922人の

来館者があり、全館がにぎ

わいました。 

■あざみ野サロンを 4 回と、

高校生・大学生の職場体験

やインターンシップ受け入れ

を共同で実施しました。 

□週１回の管理合同ミー

ティングを実施（ギャラリ

ー、センター、委託会社）

し、適切な施設運営管理を

実施。 

□月１回の職員合同ミー

ティングを実施し、情報共

有しました。 

 

 

エ 横浜アーティストデーターバンクの構築と運用について 

[取組内容] 

・横浜におけるコンテンポ

[達成指標] 

■アーティストや作品のア

[実施内容] 

・汎用性のあるデータベー

[達成状況] 

■取り組みを推進していま
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ラリーアートの展開と

発展のために実施しま

す。 

ーカイブやデータベース共

有化を図ります。 

■新進アーティストを継続

して支援していくことを重

要なミッションとして位置

づけており、積極的に取り組

んでいきます。 

ス作成に向けたプロジェク

トを継続しました。 

・ 「 横 浜 wo 発 掘 suru

vol.2」、「あざみ野コンテン

ポラリーvol.2」、ショーケー

スギャラリーにおいて新進

アーティスト（3 名）を積極

的に紹介しました。 

す。 

■若手作家の淺井裕介氏

をはじめとして、独自の表現

活動を行うアーティストを取

り上げ、継続的に活動の支

援をしました。 

 

(5) 収支について 

ア コスト削減への努力について 

[取組内容] 

・適正な予算執行と業務の

効率化による節減に努

めます。 

[達成指標] 

■施設管理・事務事業にかか

る経費を精査し、男女共同参

画センターとも協力して一

層の効率的な予算執行に努

めます。 

[実施内容] 

常に事務処理効率化に努

め、適正な執行と経費節

減を進めました。 

[達成状況] 

■施設管理費（光熱水費・

委託費）を削減しました。

 

イ 収入向上及び外部資金導入の努力について 

[取組内容] 

・利用料金収入の安定的な

確保に努めます。 

・自主事業等において、助

成金・協賛金を獲得しま

す。 

[達成指標] 

□利用料金収入年間 1,200

万円以上を維持。 

□助成金を 2 件申請し、獲得

目標 300 万円。 

□協賛金・広告料獲得目標

10 万円以上。 

[実施内容] 

・利用料金の適切な収受

に努めました。 

・助成金は 4 件申請。 

・情報誌「アートあざみ

野」への広告掲載企業確

保に積極的に取り組み

ました。 

[達成状況] 

□利用料金（駐車場利用料

分を含む）は、1,260 万円

余。 

□助成金は4件申請しまし

たがいずれも不採用でし

た。ただし、写真展（「ブ

ムン展」）では、韓国文化

院と共催することで作品

輸送費（実質約 300 万円相

当）分の協賛を得られまし

た。平成 24 年度も助成金

や協賛金獲得に努めます。

□広告料収入は 13 万円で

した。 
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５ 収支決算額について 

 

収支決算書                                   （単位：円） 

項目 予算額 決算額 差額 備考 

収入 

指定管理料収入 164,200,000 164,200,000   0  

利用料金収入 12,250,000 9,232,180   3,017,820 駐車場利用料の科目変更に

よる(利用料→負担金) 

事業収入   3,850,000    2,665,973   1,184,027 舞台系事業の入場料低額化

による 

その他収入    760,000  4,868,208   △4,108,208 駐車場利用料および共催事

業折半分の科目変更による 

※決算額のうち駐車場利用

料分 3,373,550 円 

合計  181,060,000  180,966,361   △93,639  

 

支出 

人件費  70,860,000  63,736,782 7,123,218 人事異動等による 

管理費  64,000,000  56,941,758 7,058,242  

内
訳 

光熱水費 15,000,000  13,135,040 1,864,960 節減努力による 

委託費 46,000,000  40,866,941 5,133,059 ｾﾝﾀｰ夜間休館等による 

修繕費 800,000   1,378,585 △578,585 設備の経年劣化による 

受託財産購入 200,000    1,561,192 △1,361,192 映像・展示設備等の充実

のため 

事業費  36,100,000  35,861,434 238,566  

事務費   10,100,000  11,556,217 △1,456,217 消耗品・什器購入増による 

合計 181,060,000 168,096,191 12,963,809  

 

収支計      0  12,870,170 △12,870,170  
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【別紙】自主事業実績一覧 

 

  １ 文化芸術に直接出会える場 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 6 月 22 日～ 

7 月 3日 

主催 横浜wo発掘suru展

vol.2「現代アート

を体験しよう あ

ざ み 野  Workshop 

Week」 

展示室

1 

ｱﾄﾘｴ 

ヨコハマトリエンナーレ

連携事業。ワークショッ

プを中心とした参加型の

展示。 

無料 1,710 人

（1,600 人）

2 8 月 18 日～ 

8 月 28 日 

主催 あざみ野こどもぎ

ゃらりぃ 2011 

展 示 室

1・2 

アトリエ

小学生までが楽しめる展

示とアーティストと一緒

につくるワークショップ

など。 

無料 3,031 人

（3,800 人）

3 10 月 22 日～ 

11 月 13 日 

主催 ブムン写真展＋横

浜市所蔵カメラ・写

真コレクション展

ID －写された“わ

たし”－ 

展 示 室

1・2 

アトリエ

韓国人アーティスト、ブ

ムン氏の、日本での初の

個展と、収蔵コレクショ

ンの公開。 

無料 3,599 人

（3,200 人）

4 2 月 4日～ 

2 月 26 日 

主催 あざみ野コンテン

ポ ラ リ ー vol.2

「Viewpoints－い

ま描くということ」 

展 示 室

1・2 

アトリエ

「描く」ことをテーマに、

新進気鋭の若手アーティ

スト 4名が新作を発表。

無料 5,052 人

（3,200 人）

 

２ 市民やアーティストの創造活動の支援の場 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 4 月～3月 主催 市民のためのワー

クショップ 

 

 

アトリ

エ 

技術や材料の扱いについ

ての基礎基本の習得を目

的としたものや、アーティ

ストからレクチャーを受

け、自らの表現に生かすワ

ークショップなど。 

5,000～18,000円 807 人

（800 人）

2 6 月～1月 主催 市民協働事業 

ショーケースギャ

ラリー 

エ ン ト

ラ ン ス

ロビー 

新進アーティストの作品

を紹介する小品展。 

無料 ―

（無料スペース

で開催のため）

3 5 月～3月 主催 市民協働事業 

あざみ野カレッジ 

ア ト リ

エほか 

アートに関する様々なこ

とを、多彩な講師たちから

学ぶ講座。 

500 円（登録料別

途 500 円） 

330 人

（200 人）

 

３ 次代を担う子どもの創造性教育の場 
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No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 4 月～3月 主催 子どものためのプ

ログラム 

① 親子のフリー

ゾーン 

② ワークショッ

プ 

③ 親子で造形ピ

クニック 

アトリ

エ 

① 保護者と子どもが自

由に、粘土、絵の具、

紙工作による造形遊

びを楽しむ時間。 

② 子どもを対象とした

美術系のワークショ

ップ。 

③ 個別支援学級や特別

支援学校に通う親子

を対象にした造形の

時間。 

① 無料 

② 1,000～

4,000 円 

③ 100 円 

8,040 人

（8,000 人）

2 8 月～12 月 主催 学校連携事業 

①教師のためのワ

ークショップ 

②ティーチャーズ

あざみ野プロジェ

クト 

③アウトリーチ 

ア ト リ

エほか 

①小・中学校の先生を対象

に鑑賞や実技についての

ワークショップ等。②中学

校・高校美術研究会と連携

して美術と親しむ機会を

提供。 

③「横浜市教育文化事業」

と連携して実施。 

無料 ① ②30 人

（20 人）

② 2 校ほか（8

回実施） 

（7校）

 

４ 創造活動と社会、市民活動を結びつける場、創造活動を介した人々の関わり合いの場 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 11 月～1月 共催 ① 横浜北部公募

展 

② 青葉区民芸術

祭 

展 示 室

１・２ 

①横浜市北部 4 区から公募

した絵画を審査のうえ展示。

②青葉区の芸術祭の開催。書

道、写真、華道の展示。区民

の日頃の文化活動の成果発

表の場の提供。 

無料 ① 4,448 人

（3,000 人）

② 5,570 人

（3,000人）

2 4 月～3月 主催 市民協働事業 

街なかアートプロ

ジェクト 

館外 アート屋台で出張ワークシ

ョップを実施するなど、アー

トの持つ活力で街を元気に

する事業。 

無料 3 事業

（3事業）

3 4 月～3月 主催 市民協働事業 

男女共同参画セン

ター横浜北 共同

事業 

① フェローアー

トギャラリー 

② アートカフェ 

③ アートワゴン 

2Ｆラウ

ンジ、ア

トリエ、

エ ン ト

ラ ン ス

ロビー、

ア ー ト

プ ラ ザ

①障がいのある人たちのア

ート作品を紹介するミニギ

ャラリー。 

②市民とアーティストとが

語り合う場。 

③アーティストや障がいの

ある人たちのアート作品を

販売。 

④アートフォーラムの壁面

やガラスを使って映像作品

無料 ―

（無料エリアで

の 開 催 の た

め） 
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④ あざみ野ナイ

ト 

ほか を映し出すイベント。 

 

５ 積極的な広報展開 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 4 月～3月 主催 情報紙「アートあざ

みの」、HP による情

報提供 

 当館主催事業のほか貸館の

展覧会情報などの広報のた

め活用。 

― ―

2 4 月～3月 主催 ネット広報事業 

あざみ野メンバーズ

/あざみ野ネットワ

ーク 

 (1) メルマガ登録者を増や

し、ホームページを活用して

横浜のアート情報にアプロ

ーチしやすい体制を作る。 

無料 ―

 

６ カメラ・写真コレクションの適切な収蔵、保管、調査、研究、発表、活用、展示 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 4 月～3月 主催 横浜市所蔵カメラ・

写真コレクションの

保存と活用 

収 蔵

庫、エ

ントラ

ンスロ

ビー 

データベース整備、適切な

保存業務。 

コレクションの魅力を広く

紹介するための貸出、公開。

無料 ―

 

７ 男女共同参画センター横浜北との連携 

No 実施時期 主催 

共催 

事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

（見込者数） 

1 4 月～3月 共催 センター横浜共同

事業 

Welcome ロビーコン

サート 

エ ン ト

ラ ン ス

ロビー 

市民広間演奏会の演奏を

中心に、様々なジャンルの

音楽を楽しんでいただく

ミニコンサート。 

無料 2,089 人

（3,000 人）

2 10 月 共催 センター横浜北共

同事業 

アートフォーラムフ

ェスティバル 

全館 アートフォーラムあざみ

野の開館を記念して毎年

10 月に全館あげて実施。

無料 2,922 人

（2,500 人）

3 8 月～3月 共催 センター横浜北共

同事業 

「あざみ野サロン」 

ﾚｸﾁｬｰﾙｰ

ﾑ、ｱﾄﾘｴ 

194席を会場に落語会やコ

ンサートイベントを開催。

500～1,500 円 3 公演・305 人

(3 公演・440 人)

4 8 月 共催 職場体験/インター

ンシップ受け入れ 
全館 高校生、大学生の職業体験

の場を提供。 

無料 5 人

(20 人)

 


